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日 程 ①１１月１９日②１１月２０日

発表項目

（行事名）

① ななつぼしレストラン（19日）

② 「旭川っ子」ななつぼし料理教室（20 日）

概 要

（趣旨・日時・

場所・内容等を

記入すること。）

旭川産の米のみを使用する４農協統一ブランド米「大雪山見て育ったの

ななつぼし」が，今年の新米からパッケージをリニューアルしたことから，

当該ブランド米を積極的に地元消費者等にＰＲするため，旭川市出身の下

國伸シェフに御協力いただき，新米ななつぼしを使ったフレンチのコース

を提供するイベントと小学生向けのお米の料理教室を開催します。

①ななつぼしレストラン

日時：2022 年 11 月 19 日（土）12時から 14 時

場所：農業センター（神居町雨紛）

対象：18 歳以上

定員：5名（応募多数の場合は抽選）

②「旭川っ子」ななつぼし料理教室

日時：2022 年 11 月 20 日（日）10時から 13 時

場所：農業センター（神居町雨紛）

対象：小学 4年生～小学 6年生

定員：20 名（応募多数の場合は抽選）

イベント詳細は添付資料を参照ください。

お米の新たな可能性を探るイベントになりますので，報道方ぜひよろ

しくお願いいたします。

添付資料
有 ・ 無 イベント概要・レストランチラシ・料理教室チラシ

報道（取材）に当

たってのお願い

備 考



米消費拡大推進事業

１ 実施目的・概要

旭川産の米のみを使用する４農協統一ブランド米「大雪山見て育ったのななつぼし」が，今

年の新米からパッケージをリニューアルしたことから，当該ブランド米を積極的に地元消費者

等にＰＲするため，新米ななつぼしを使ったフレンチのコースの提供と小学生向けのお米の料

理教室を実施する。また，事業を通して，米の活用方法や米の可能性を拡大していく。

２ イベント詳細

①ななつぼしレストラン

日時：２０２２年１１月１９日（土）

内容

・新米「大雪山見て育ったのななつぼし」を使い、前菜・メイン・デザート全てななつ

ぼしが主役となるコースを参加者に提供。

・ななつぼしのおいしさを知ってもらい，当該ブランド米の認知度向上を目指す。

・炊く以外の米の料理を提供し，米の可能性を広げることで消費拡大につなげる。

・米以外の食材についても，地場食材を使用する。

・下國シェフと調理学校生徒が調理師，昼・夜２部制で料理を提供。

・昼１２：００～１４：００（２５名），夜１８：００～２０：００（２５名）

（うち，昼の部５名を一般市民から公募。広報誌１０月号に掲載）

②「旭川っ子」ななつぼし料理教室

日時：２０２２年１１月２０日（日）１０：００～１３：００

内容

・将来を担う旭川キッズたちへ、地元のななつぼしの素晴らしさを伝える。

・新米ななつぼしを使い，炊き立てのご飯の美味しい食べ方を伝授。

・ビーフシチューとお米のアイスの調理，実食を想定。

・参加人数は２０名前後。人数によっては入替制での実施も検討。

（参加者は全て一般公募。広報誌１０月号に掲載）

３ 開催場所

旭川市農業センター

４ 主催

旭川米生産流通協議会

旭川市










